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V229a 木曽超広視野高速CMOSカメラTomo-e Gozen Q0の性能評価
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東京大学木曽観測所では 105 cmシュミット望遠鏡に搭載される広視野カメラ Tomo-e Gozenの開発を進めて
いる。シュミット望遠鏡の φ9度の視野全域に 84枚の CMOSセンサを配置することで、Tomo-e Gozenは計 20
平方度を最大 2 Hzで撮像可能である。Tomo-e Gozenは 4つの同設計のカメラユニット (Q1, Q2, Q3, Q4)から
構成される。我々はカメラユニットQ1の四隅にCMOSセンサを搭載して (以下、Q0と呼ぶ)、2017年 10月に 3
週間の試験観測を行った。視野の全域にわたりシーイングサイズ (3秒角)で収差のない星像が得られることを確
認した。これはシュミット望遠鏡の球面状 (曲率半径 R=3,300 mm)の焦点面に沿って、センサが正確にアライメ
ントされていることを示している。Tomo-e Gozenは真空冷却装置を搭載せず、自然放熱によってセンサを冷却す
る。観測中の筐体温度は外気温+5度以内で推移していた。外気温 14℃で観測した時の暗電流は 0.7 e−/sec/pix
であり、背景フラックス (50 e−/sec/pix)よりも十分低いことを確かめた。センサの読み出しノイズは 2 Hzでの
観測で 2 e−を達成した。また、GPS受信機との同期により、ミリ秒の精度でタイムスタンプを記録することに
成功した。


